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福田　保 先生を偲んで

名誉会員　村田幸男

　 1月 7 日の 関西支部役員会の 時に福田先生 が食道ガ

ン で 関西医大病院に入院され手術は出来な いか ら放

射線治療をされ るよ うだ と い う報告があ り愕然と し

た次第です 。 先年の 8月 29 日に大 阪で白色度研究委

員会があ り、こ の 時はお元気で帰 D に内田洋子先生

と私の 3人で楽 しく御馳走 して 頂い たの に、それか ら

4 ヶ月 しか経 っ て いませ ん で した。］月 17 日 に ス コ

ッ トカ ラ ー （株）の尾 中さん とこ
一

緒 してお見舞い

にお伺い しま したがあま りに衰弱 して お られび っ く

りした次第で した。内田先生 が 1月25 日にお見舞い

に行かれましたが衰弱 もかな りだ っ た とい う連絡が

あ りました。それから ］週間程で神に永遠の命を与え

られ昇天さ れま した。（先生 は敬虔なクリス チ ャ ン で

した）

　福田先生 の 日本の 色彩学の発展に貢献された御業

績は日本色彩学会誌 （26 ，205 〜211 （2002 ））

に第5 回学会賞受賞記念と して 先生御自身で 投稿され

た 「色彩学会と共に 50 年」に詳細に紹介されている

の で 是非己
一

読くださ い。

　私 は染 料工 業分野で 昭和28 年頃か ら今 日ま で 約

50 年間に亘 っ て福田先生の こ指導を受けて成長 しま

した。こ の間で思い出の深いものを挙げてみると

1，昭和 28 年頃、勤務 して いた住友化学が染料の色

　 彩管理の近代化のために GE 社の 自記分光光度計

　 を導入 した の を契機に装置の 運転 ・保守管理と沮1」

　 色学の指導を して頂きま した 。

2，日 本 学術振興 会第 134 委員会 （染色堅 ろ う度と

　 測色）の 第一分科会で蛍光増自剤の 堅 ろ う度規格

　 作 成 で ご 尽 力 を頂 き ま した 。 こ の 成果 を ISO

　 TC38 ／SC ］ （1964 ）に提案 して おります。

3、A トC97 （京都）におい て福田先生を中心と して

　　日清 紡 （大 住 ）、ミ ノル タ （井村 ）、大 妻女 子大

　　（内田）と私で グル
ー

プを作 りEvaluation　of　CIE

　　1986Whiteness 　Formula　Using　CRT 　Colo「

　 Monlto「 とい う発表を行いま した。

　こ れに D 、C ．Rich氏 が関心 を持 たれ CRA 誌 上で絶賛
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された記事が載 っ たの を私 らが気付か なか っ たの に

福田先生が素早 く見 つ けて 知 らせ て 下さ い ま した。

これに励まされて 2002 年の色彩学会全国大会にお

い て 上記の メ ン バーで 「CRT デ ィ ス プ レ イを用 いた

色彩管理技術」を発表しま した。

　以上 の ように 従来の 測色学の 基礎的理論か ら最近

の色 彩画像 技術に至る まで広範囲な ご指導を受 け今

日 に 至 っ て い ます。福 田 先生 は 80 歳 と い うま だ こ れ

か らとい う時に急逝されたのは如何にも残念です が、

特 に産業界 にあ っ て福 田先 生の手厚 い 御指導を受 け

た者の 1人 として 謹ん で 御冥福お祈 りする次第 で す。

］923 年 5月 14 日牛 れ

　 47年 9月大阪帝 国大 学⊥ 学部卒

　　　 10 月商⊥ 省大阪⊥ 業試験所入 所
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　 80年 日本色彩学会会 長
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